





行した。同歌集は一九一五年九月に一七歳で佐佐木信綱に師事してからの約二〇年間の作品群である。 「プロレタリア歌人同盟」への参加、そこからの脱退を経験して作歌を断念した美代子が、一九三一年から二年間の滞欧生活の中で、自己の生き方に懊悩しな ら歌人としての再出発の決意をするに至った過程が含まれている。『暖流』出版前後の時代は、日本は軍部を中心とした全体主義国家へと移行していく時期であり、ナショナリズムの高揚、社会主義運動への弾圧、思想・言論 取り締まりが厳しさを増していった時代である。加えて 九二七年に起こった金融恐慌やその後のニューヨークに端を発 た世界恐慌等による日本経済の悪化によって、帝国主義日本 侵略戦争が拡大し、一九三一年に 満州事変始まる一五年戦争に突入した。それに伴い戦争を支える女性の力が求められ、 九三二年三月の「大阪国防婦人会」発会を機に銃後を守る女性たちへの美化、母性賞揚が国策によって押 進められ、社会に浸透していった時 そ て 『暖流』出版年には、二・
二六事件が起き、以後、軍部が統制力を持ち、総力戦体制へと突き進むことになった。短歌においては、一九三二年一月には、プロレタリア歌人同盟（一九二八年の無産者歌人同盟から出発）が解散した。このような時代を背景に、 『暖流』 誕生したのである。
この稿では触れないが、美代子には、文学史上、母の歌人、母性






















































一九二〇年一二月の日本社会主義同盟の成立によって「労働者階級と知識人が思想と行動 面で結びつ」き、 「のちのプロレタリア文学運動の発展に、画期的な意 をもっ
⑶
」と述べ、昭和における短











経済史の研究者であった茂は、島木赤彦に師事し、 「麦人」 「小杉茂」の雅号で一九一九年一二月から一九二四年一二月まで『アララギ』に作品を発表した。と同時に、 『心の花』創刊時から 編集者である石槫千亦 父に持つ茂は、 『心の花』 編集を手伝い、自らも作品や批評を掲載し、選歌 携わるなど、若手歌人として評価を得ていた。
茂は、資本主義社会の枠内でその矛盾点を是正しようとするロ
バート・オーウェンの社会変革の方法論を応用し 揚棄という発想の下に既成歌壇の変革を試みた。一九二八年二月から一 まで『短歌雑誌』に、 「短歌革命の進展（その一）～（その八） 」 （七・八月号は除く）を連載した。 （その一） 「はしがき」で 「社会不安の空気」が、歌人たちに従来自己の依拠する現実観の根本的変革を要求することにより、彼らを動揺させている点を指摘 、 「この動
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八年九月、 「新興歌人連盟」を結成した。発会式に 、この名称命名者である美代子も含め、各結社を脱 二〇数名が参集した。しかし、機関誌の刊行をめぐり 「政治と文学 いずれをとるかという見解対立から
⑹
」内部分裂を起こし、解散した。つまり、短歌革
新において、 「革命は伝統を無視するも からは断じて生ま ない。



























無産階級への生活の実感を伴わないままに運動に参加した美代子には、当時の自己 思想信条を懸けた命がけのプロレタリア運動の活動家たちと歩調を共にすることは、不可能であった。のみならず、一九二八年の日本共産党員の一斉検挙以後、歌壇への官憲 よ 弾圧は苛烈になり、 一九三〇年刊行の坪野哲久の第一歌集 『九月一日』の発禁処分など、プロレタリア文学活動者 危険に晒された。美代子は、 「どこからともわからず、従 かねる過激な指令を受けるに及び」 （ 五島美代子略年譜」 『底本
　
五島美代子全歌集』 ） 、 脱退した、
と記している。これは、知らぬ間に党員活動に加担させられ社会的弾圧を受けることへの怯えからでもあり、歌人として 自己の本然との間に広がる齟齬による っ のではなかろうか。
美代子の歌人としての本然を考える時、注目するべき歌歴がある。
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る」と、歌への関心の出発となった体験を 。美代子の歌歴に鑑みるな 、美代子 歌心の根底に 伝統的和歌があり 天皇制への違和感は い。それ故、それらを根扱ぎ せざる 得ないプロレタリア短歌活動に、理性ではなく、感覚的に一体化できない何かが働いたとしても不思議ではない。
美代子は脱退の代償として作歌活動の断念を決意した。 「巻末に」
で、 「敗北者としての私は、せめて 歌といふも からすつかり離れてしまふことによつ 、自分の面目ない気持をあらはしたいと思つた。 」
 ( 『暖流』
) と記している。一九三一年、美代子がイギリス
から佐佐木信綱に宛てた便りに「今でもあの時 方向 確かに正しかつたと思ふのでございます。悪いの 自分が信じて選んだ道を、正しいと思ひ乍ら、而も敢て進み通す事の出来なかつた事だと存じます。私はたゞ意気地なく傷ついてしまひました。 れは人に傷つけられたので なしに、自分で自信を失つた時に 傷ついてしま たのでござ ます」
（ 『心の花』一九三一年一二月号）
と、ある。
社会の歪みの是正を求め悩みながらも 現実の行動 おいては 同盟の活動についてはいけない美代子であった。美代子は自己 信じ
る道を貫けなかった自身に自信を喪失し傷ついたという。この純真とも愚直とも言える、面目なさを伴う個人的心情の吐露は、自身生きる姿勢その のに対する迷いであり、社会 闘争に直結するものとは考え難いも である。
また、 「私はかうした過去の歌屑の葬式を出すやうな氣持ちでこ



































































































昭和初期の社会不安の中で参加したプロレタリア文学活動に〈躓き〉 、ひとたびは歌人としての〈死〉を選択して茂のイギリス留学を機に共に日本を離れたが、国際情勢の悪化から日本人に対する冷ややかな視線を身に受けての滞欧生活であった。深い孤独の中で沈黙し内省を深めていった美代子が、ルーブル美術館で一か月も 間芸術の世界に没入し本物 対峙し続けたことは、特筆すべき体験であった。
特にミケランジェロの「瀕死の奴隷」像との出会いに天啓が閃い
たかのような衝撃を受け、自らの溢れ出る芸術世界への希求を実感した美代子にとって、自らが失わせしめた短歌の世界がいかに大切なものであったかを思い知らされたことであろう。こ 体験で得たものが新生美代子の核となり、以後 美代子 突き動かしてゆく。それ故、 〈復
よみがへり
活〉の美代子を表明する第一歌集『暖流』の最初に「滯





うことになった生活 裏付けに根差した「生活短歌」や、 「朝日歌壇」の選者として共感を呼ぶ生活者 歌 積極的に採用する姿勢などに活かされ、独自の世界 拓くの 繋がっ 。また、 の両者間には、 「巣鴨の家」 象徴される母によっ 作られ 枠組みや、吾子の誕生による拘束された枠組みの中で生きてきた 、時代 枠組みに拘束された生を背負って生み出された作品群 挟ま てい 。




の選択であった。後に、 『暖流』が、編年体で各歌集に組みこまれたのは、歌人としてゆるぎない信念と自信 生 れたからであろう。注
⑴
　
五島美代子の母の歌に関する評論は、 『母の歌集』 （立春短歌会一九五
三・七）出版以後に活発に論じられるようになったが、それらは早世した吾子の死を題材とした歌群への言及が主要な意味を持つ
⑵
　
蔵原惟人「各論
　
３
　
文学運動とその理論」 （小田切秀雄編『講座
　
日本近代文学史
　
第四巻』
　
大月書店
　
一九五七・二）
⑶
　
一条徹「プロレタリア短歌運動」 （著者代表土屋文明『昭和短歌史―
近代短歌史第三巻』
　
春秋社
　
一九五八・七）
⑷
　『大塚金之助著作集第九巻』所収
　
岩波書店
　
一九八一・九
　
⑸
　
茂が「短歌革命の進展（その一） 」で、詩歌は「形象を以て自己の観
念を表現するのだ」と述べていることに対する応酬として用いてい 。
⑹
　
五島茂
　「自伝第四回」
　（ 『短歌』一九六九・八）
⑺
　
坪野哲久「石榑茂と書斎主義」
　（ 『短歌雑誌』一九二九・九）
⑻
　『暖流』の「一段階」では「
唯たつた
二三十銭の
差ちがひ
の特価品を生命がけで買
はうとする人人のこの強さはどこから来た」と表記。
⑼
　『暖流』 「文末に」で、美代子が
復よみがへり
活
への一掬の水」という表現を使
用しているところから採った。
⑽
　
五島美代子『私の短歌』
　
柴田書店
　
一九五七・九
⑾
　
シャルル・ド・トルナイ
　
田中英道訳『ミケランジェロ』
　　
岩波書
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店
　
一九七八・一一
〈付記〉未公刊資料は、著作権継承者である五島いづみ氏の了承のもとに
引用した。また、 「美代子は『定本
　
五島美代子全歌集』を自分の歌と
した」とのいづみ氏の言であり、その重みは十分に尊重したい。本稿では、文学史・短歌史的観点から五島美代子を評価したいという立場で、『暖流』掲載のものを引用した。
　　
本論の内容は、論旨の関係上、拙稿「五島美代子（四）―母と娘のウ
ロボロス的円環―」 （ 『あまだむ』二〇〇五・九）と重なる箇所があることをお断りしたい。
　　
本稿で使用する漢字は原則として現行の字体に従った。引用文の仮名
遣いは原文通りである。
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